
 

令和８年第２回大野城市議会３月定例会一般質問通告 

 

○本会議（３日目）一般質問 

令和８年３月11日（水） 午前９時 30 分 （於 議 場） 

議員氏名 件   名 

平田 不二香 １．インクルーシブ社会の実現を目指して 

⑴ 障害者雇用の基本的な位置付けについて 

⑵ 第二次大野城市障がい者活躍推進計画について 

２．放課後の児童の居場所としての学校施設の在り方について 

 ⑴ 本市における「放課後の児童の居場所づくり」の基本的な考え方は 

⑵ 学校施設は教育時間外においても、児童の成長や安全を支える拠点と

位置付けられると考えるがいかがか 

⑶ 現行の学校施設開放制度は児童の放課後利用を想定した仕組みとなっ

ているか 

⑷ ランドセルクラブ以外の選択肢として、学校施設を活用した新たな居

場所づくりを検討できないか 

⑸ 民間や地域と連携したスポーツや文化体験の場の創出についての見解   

  は 

福澤 信光 １．ナチュラルビズの導入について 

⑴ 本市では、クールビズをいつから導入したのか。また、導入後のメリ

ットやデメリットは 

⑵ 本市では、ウォームビズをいつから導入したのか。また、導入後のメ

リットやデメリットは 

⑶ クールビズ及びウォームビズのそれぞれにおける服装の制限は 

⑷ ナチュラルビズについて、本市ではどのような見解を持っているか 

⑸ 今回提案するナチュラルビズを通年で取り入れることについて、市の

見解は 

⑹ 現代の職場にふさわしい服装を本市でも取り入れる考えはないか 

森 和也 １．サービス・助成制度について 

⑴ 本市の特色あるサービス・助成制度について 

⑵ 子育て支援に関するサービス・助成制度と、それを通じた移住・定住

の促進について 

２．水不足の深刻化、節水対策について 

 ⑴ 水源の現状について 

 ⑵ 節水対策について 

永利 恭子 １．住民票の職権消除と居住実態が把握できない児童について 

⑴ 平成 27 年３月 16 日付けで、国から都道府県と指定都市に「居住実態

が把握できない児童への対応について」という文書が出されている。そ

の内容について県から通知はあっているか。その内容をどのように理解

しているか 

⑵ 住民票の職権消除について 

⑶ 住民票の消除にあたって、住所地市町村と居所市町村のいずれの市町

村にも住民票が存在しないという状態が生じないよう取り扱っている

か。また、その必要性を十分理解し職員間で徹底されているか 

⑷ 居所不明児童担当部門について 

⑸ 居所不明児童を生まないために５歳児健診などを活用できないか 



 ⑹ 子どもを対象とする際に、保護者の知的障がいや精神疾患、困窮状態

など、子育てが困難な状況を考慮して対応しているか 

２．子育て支援について 

⑴ 就学援助制度について 

⑵ 朝ごはんの提供について 

中村 真一 １．パブリックコメントについて 

⑴ パブリックコメント制度の現状と課題について 

⑵ 市民にとって参加しやすい方法について 

⑶ 提出された意見の取扱いと市民への「見える化」について 

⑷ 今後の改善に向けた取組について 

⑸ 市民の声が「出しやすく」、「届き」、「市政に反映されている」と

実感できるパブリックコメント制度とするため、改善していく必要があ

ると考えるが、市長の見解は 

 



○本会議（４日目）一般質問 

令和８年３月12日（木） 午前９時 30 分 （於 議 場） 

議員氏名 件   名 

河野 敏生 １．学校現場のハラスメント対策について 

⑴ 学校現場でのハラスメントについて 

２．大野城市の教育の最大の課題解決のために 

⑴ 子どもたちにつけたい学力について 

⑵ 不登校の子どもが忘れられていないか 

⑶ 「不登校を生まない学校づくり」の具現化について 

３．道路交通法改正における自転車の歩道通行について 

 ⑴ 自転車の歩道通行について 

大塚 みどり １．本市のユニバーサルデザインによる歩行空間の整備について 

⑴ ユニバーサルデザインによる「歩道と車道の境界ブロック」と、誰

もが歩きやすいまちづくりについて 

２．高齢者のウイルス感染予防について 

 ⑴ 高齢者のＲＳウイルス感染予防対策について 

神田 徳良 １．高齢者移動支援について 

⑴ 高齢者移動支援事業の「ふれあい号」、「おげんき号」について 

⑵ デマンド交通導入について 

⑶ タクシー補助券（利用券）の交付について 

２．学校における防犯カメラの設置について 

 ⑴ 小中学校における防犯カメラの設置について 

原田 真光 １. 災害対策について 

⑴ 小中学校施設の落雷対策について 

⑵ 擁壁の安全対策について 

２．収入増加の為の施策について 

 ⑴ 自治体独自の施策を実施するための収入を確保することの重要性に

ついて 

中村 慎一朗 １．投票率向上のための施策について 

 ⑴ ２月の衆議院議員選挙の地区別、年齢別の投票率は 

 ⑵ 投票率向上のための施策の現状は 

⑶ 「選挙割」という試みと、大野城市商工会、筑紫中央高校、九州大

学との連携についてどう考えるか 

２．市のプロモーションについて 

 ⑴ 市及び各コミュニティセンター、公民館のホームページやＳＮＳ等

の現状と今後の見通しは 

⑵ 公民館における更新スタッフへの支援、セキュリティ対策及びネッ

トリテラシー研修は行われるのか 

⑶ 市長、市職員、議員の名刺を活用したプロモーション導入は検討さ

れているか 

⑷ 市民への情報発信のためのミニスタジオ等を庁舎内又は「（仮称）防

災危機管理センター」に設置できないか 

３．就職氷河期世代の挑戦を後押しする、大野城市独自の創業支援制度の

創設について 

⑴ 本市における創業支援施策及び大野城市商工会とのこれまでの連携

は 

⑵ 就職氷河期世代を対象とした伴走型起業支援、創業支援、事業承継

の実施を検討できないか 


